






要約:川崎病急性期における心拍同期 MRI 所見について超音波断層法と比較した.心拍同期

MRI では冠動脈周囲に信号強度の増強はみられるが明らかな経時的変化はみられなかった。

これは周囲の脂肪組織などの影響があるためと考えられた。左室心筋について、冠動脈瘤

を形成した症例において急性期にその心筋領域が強い信号強度となり、冠動脈瘤形成を予

知する指標の一つとなる可能性があると考えられた。


